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私にとって小値賀とのお付き合いは，2006年以来である。当時，日本観光協会からの依頼で，何度か
ここを訪問する機会があった。そして小値賀型「アイランド・ツーリズム」についても，いくつかの提
案をさせていただいた。小値賀がもつ古い歴史と，今は無人島になっている隣の野崎島の廃村風景が，
とくに印象的だった。
亜大小林ゼミでは毎年，年次ゼミで特定地域を取り上げ，「地域の振興と観光」というテーマの研
究を行なっている。いくつかの仮説を立て，それに基づき，そこにお住いの方々からご意見を伺う。原
則的に，そこの全戸にお邪魔し，アンケートの回収を行いながら，なるべく多くの方々とお話させてい
ただく機会をつくる。そうしたフィールドワーク（FW）をもとに，年間かけて報告書をまとめるの
である。それを年度末発行の『ホスピタリティ・マネジメント紀要』に掲載する，という目標を立てて
いる。各地が抱える諸問題，可能性，その解決策は様々，一般的な方法論などはない。したがって学生
たちがその地域を「いかに理解し，共感を得るか」という点が，プロジェクトの成功を左右する。
2013年に関しては，月からの年ゼミ開始に対し，前年12月，まだ年次のうちに準備を始めた。
そして月からのゼミが始まる直前月に，10日間の FWをゼミ生全員で敢行することになった。さ
らに，小値賀の全世帯数が1300戸余りあることから，FWの人数がもっとほしい。そこで年下の学生
たちにも声をかけてプロジェクトを手伝ってもらうことにした。そんないきさつから，結果的に現・
年ゼミ生全員の26名が，自費で小値賀に赴いたのである。
FWに際しては，役場の方々やアイランド・ツーリズム関係の皆さんに多大なご協力を頂いた。とく
に総務課長の中村さんには，全戸に対するアンケート用紙の配布をお手配いただいたうえ，学生たちの
お世話ほか，プロジェクト全般に対しての懇切丁寧なご配慮をたまわるなど，お礼の申し上げようもない。
10日間の島に滞在中，学生たちは全員，島の皆さんの心にふれた。自然や歴史についても多くを学ば
せていただいたが，何よりもまず，あらゆる島の皆さんから暖かく迎え入れていただいたことが，彼ら
にとってはまことに大きな収穫だった。行きあう子供たちは，かならず「こんにちは」という挨拶をし
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てくれる。お邪魔したお宅では「上がってお茶でも」，あるいは「食事はどうか」など，まったく想像
もしなかった本当のおもてなしを実感した。商売上のホスピタリティではない。タレントの言うおもて
なしでもない。こころとこころが響きあう素の，有史以前からの小値賀のおもてなしだった。
過去半世紀の間に小値賀の人口は分のに減ってしまった。今後30年でさらに半減という予測が出
されてもいる。学生たちが何を感じ，それに対しどんなアイデアを出すことができたか。実はこのプロ
ジェクトはまだ終わっていない。学生たちは2014年月に小値賀に再度もどって，島の方々と「小値賀
の観光振興」に関するシンポジウムを行う計画を，さきの中村さんにお手伝いいただきながら進めてい
る。当報告書には18項目にのぼる学生たちの提案が挙げられている。それらを島の方々にぶつけて，さ
まざまな評価をしていただく。あるいは安易な思い付きにすぎぬと，一蹴されるかもしれない。もしか
するとどれかを，取り上げていただけるかもしれない。あらゆる提案のベースになっているのは，学生
たちの島に対する共感である。
FWのあと，小値賀でのインターンシップでまたお世話になった学生がいる。もしかすると将来，I
ターンでここに住もうという学生が出てくるかもしれない。それほど，小値賀が学生たちに与えてくれ
たインパクトは大きかった。年次に当報告書をまとめた学生たちは，現在（2013年12月）早くも就活
戦線に突入した。しかし全員が，2014年月に小値賀におけるシンポジウムに参加するという気持ちを
持っている。これからも機会を見ては小値賀とのつながりを保って行きたい。ゼミ生全員がそんな希望
を持っている。
ツーリズム・マーケティングという一連の流れからすると，当報告書は販売促進や流通・価格といっ
た範囲には踏み込みを行なっていない。そこも含め，今後の亜大ゼミにおいて，次なる展開が出来れば
と考えている。「地域という商品」をどう理解し，どう磨くのか。小値賀というテーマは学生たちにと
ってそうたやすくはない。
最後になるが，このレポートは年ゼミ生全員でまとめた。年ゼミは FWのみの参加だったが，
小値賀で学ばせていただいたことは年生に優るとも劣らない。ここでの体験は今後に生かせる。年
生と組んでの真摯な取り組みは，かれらの大きな財産になった。 （小林天心）
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はじめに
長崎沖70㎞に浮かぶ小さな島がある。面積はお
よそ25㎢。高速フェリーで佐世保から時間半の
場所にあるその島には，コンビニもなければ，フ
ァミレスもない。都会ぐらしからするとまるで別
天地，それが小値賀島だ。
2013年12月現在の人口は2747人。しかし最近で
は毎年80〜90人というペースで人口減が続いてい
る。全国各地の例にもれず，小値賀の人口減少も
激しい。1950年の万968人をピークに，現在は
分のまで減少し，さらに国立人口問題研究所
の推計によれば2040年には1200人にまで下がると
予測されている。そのうえ65歳以上の占める割合
は56％にものぼるとされている。わずか100年の
うちに割もの人口が消えることになる。
高齢化により農漁業の衰退も見られる。現在使
用されていない漁船が407隻あり，これは驚くべ
きことに全体の分にあたる。非耕作農地は全
体の47％。さらに毎年卒業する高校生たちは数十
人のほぼ全員が島外に出ていく現状がある。
しかしながら，この離島がもつ観光資源は多い。
古い歴史文化，うつくしく豊かな海。今は無人に
なっている属島・野崎には，世界遺産候補になっ
ている明治時代からのキリスト教会聖堂が立って
いる。
多くの魅力を持ちながら，これまで小値賀の産
業としては農漁業が主であった。そこで近年小値
賀島では離島固有の問題に，観光という手段で解
決策を見い出そうとしている。
2007年，小値賀は自らの観光を「アイランドツ
ーリズム」と定義した。今までのマスツーリズム
とは一線を画した，小値賀ならではの観光のあり
方，島の人と文化と自然の共生を目指す。うるお
いのある社会と地域の発展を目指し，新たな観光
立島を志向している。この動きを主導するのが
NPO法人おぢかアイランドツーリズム協会であ
る。観光地としての小値賀町を磨き，盛り立て，
対外的観光マーケティング活動に力を注いできた。
その積極的な取り組みに対する各方面からの評価
も高く，少しずつではあるが全国的な知名度の広
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小値賀を暮らす大人の旅ホームページより
がりもでてき始めている。
では島の住民はこうした動きに対して，どのよ
うに感じているのだろうか。島に暮らすという現
状から今後への見通し，観光に対する考え方，観
光地としての自己評価，内外からの観光客誘致に
対する期待あるいは危惧など，観光にどのような
関心を抱いているのだろうか。アイランドツーリ
ズムは発足後	年が経過しているが，住民は「住
んでよし」をどの程度評価しているのだろうか。
さらに「自らの光」を積極的に観せようとしてい
るのかどうか。小値賀にお住まいの皆様に対して
これらの質問をしたうえで，今後の小値賀のさら
に住みよい島づくり，あるいは観光政策に対する
新しい視点をつくってみたい。
亜細亜大学経営学部のホスピタリティ・マネジ
メント学科，小林ゼミ・年26名による，『お
ぢか町魅力拡大プロジェクト』はこのような観点
からスタートした。ゼミの調査活動は小値賀町役
場の全面的協力を得て，2013年月日〜月12
日の10日間，手分けをして全島の家庭を訪問し，
アンケートを回収した。その集計分析に基づき，
小値賀の暮らしと観光に対する提案を行いたい。
我々は「小値賀型アイランドツーリズム」のある
べき姿を探った。
．小値賀ってどんなところ？
）地理
小値賀島（おぢかじま）は長崎県の五島列島の
北部に位置する島である。野崎島（のざきじま），
六島（むしま）があるほか，納島（のうしま），
斑島（まだらしま），藪路木島（やぶろぎしま），
大島（おおしま），黒島（くろしま），小黒島（こ
くろしま）など小さな島が点在し，これらを合わ
せて小値賀諸島という。
長崎県佐世保の港からはフェリーで時間ほど
の距離である，さらに博多からも高速フェリーが
出ている。ほかに，土日限定で飛ばす小型飛行機
も存在しているが，現在多くの人が島外に行くた
めの手段は，やはりフェリーに限定される。そし
て，台風が多く発生する時期になってくると，フ
ェリーの欠航があるなど，決して交通面ではよい
といえない。しかし，時間ほどの時間でまるで
違う世界にいけることが人気となり，現在では多
くの観光客が訪れている。
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小値賀諸島の斑島と黒島は小値賀島から橋で結
ばれている。17の島からなる小値賀諸島の総面積
は25.46㎢，本島が12.22㎢，属島が13.24㎢であ
る。月は降水量が最も多く，一年中穏やかな気
候である。気温は
月が一番高く，最高で30度を
観測した。最低気温は月が一番低いが，最低で
も度ほどである。
小値賀諸島は火山の噴火によって形成され，赤
浜と白浜が存在するだけでなく，それらを含む海
岸の美しさから「西海国立公園」に指定されてい
る。また最高標高111mの山があるが，平坦の地
として知られているために古くから人が住む場所
となってきた。
）歴史
「古事記」の国の始まりにおいて，小値賀島の
由来を記す一節が見つかった。イザナギ・イザナ
ミが大八州を生んだ後，他にも様々な日本の島を
生んだ。その中，「知訶の島（ちかのしま）」と呼
ばれる諸島が長崎県にある五島列島のことを指す
ことだとわかった。古くは福江島を「おおぢか」，
上五島を「こぢか」と呼び分けていたが，現在で
は小値賀島がその呼称を受け継いでいる。
小値賀島から船で30分ほどにある野崎島は昭和
30年代には600人以上の住民がいたが，時代の流
れとともに人口は減少し，平成13（2001）年には
当時最後の住民が離村して無人島になった。
出土品などから，小値賀に人が住み始めたのが
縄文時代からと推定されている。現在小値賀島に
おける中心的な部分を担う笛吹郷には弥生遺跡，
野崎島の野首には縄文遺跡がそれぞれ発掘されて
いる。また，その立地から，日本と中国や世界を
繋ぐ中継点として，平安時代から多くの船がここ
を経由した。小値賀周辺の海中からは，中国製陶
器などが大量に回収されている。その遣唐使の平
安を祈って，小値賀島には地ノ神島神社は653年
に建てられ，野崎島の沖ノ神島神社は西暦704年
に建てられた。今では観光地のつだが，当時の
人々の思いが詰まった大変意義のある神社である。
小値賀関連の歴史としてもうつ重要な部分が
ある。現在では鹿の王国と化している野崎島だが，
一時期には1000人以上の住民が住んでいた。彼ら
の多くはキリスト教徒であった。
16世紀後半，日本にキリスト教が伝わってきた
ときに，野崎島も九州布教の拠点のつとなった。
しかし，江戸時代初期に始まった禁令から，キリ
シタンたちは姿を隠さざるを得なかった。やがて
明治時代になり，キリスト教に対しての圧が弱ま
ると，彼らは純粋に祈りの場所を求め，一日の食
事を削るなどの努力を経て，ついに教会を建てる
ことに成功した。それが今日に有名な「野首天主
堂」である。このようなすばらしい建築は現在で
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おぢか国際音楽祭公式ホームページより
世界遺産候補「長崎の協会群とキリスト教関連遺産」
のつである野崎島旧野首教会
は長崎県の「教会群とキリスト教関連遺産」の13
カ所のつに登録され，長崎県の世界文化遺産候
補のつとなっている。
）人口
まずは小値賀町のホームページから得られる，
2013年月現在の人口の情報を見てみる。世帯数
は1336世帯，男1270人，女1512人，合計2782人で
ある。円グラフ（グラフ，）で見てみると，
2010年，2040年ともに65歳以上の割合が多い。
）小値賀の経済
2011年度の小値賀町の予算を見ると，歳入総額
はおよそ32億万円。このうち税収など自主財源は
15.3％の億9000万円，地方交付税や国・県から
の依存財源が85.7％，27億円あまりである。
地域の産業としては漁業が一番多く，最近年
間平均（2008〜12）の水揚げ（取扱高）は
億
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（グラフ)
3500万円。第位の農業は，同じく最近年間の
平均出荷量を見ると億8000万円となっている
（小値賀町役場総務課調べ）。
漁業の売り上げは，かつてアワビが有名だった
ものの，現在はほとんどない。町の記録に拠れば
1975年には約	トンのあわびが水揚げされ，億
7800万円の売り上げになったとある。素潜りで23
ｍの深さまでいった。
ヒラス，イサキ，シビ，タコ，イカ類などが多
くあがっている。農産物の売り上げは約半分が肉
用牛で占められている。その他は米，えんどう，
ブロッコリー，トマト，メロンなどが多い。
直近の『小値賀町町勢要覧2010』で見ると，漁
業就業者数は2003年の数字までしか掲載されてい
ないが247人，これに対して同年の漁船数は654隻
とある。漁業にたずさわる人口が急減する中で，
使われないままの空き漁船が多いという実態がみ
てとれる。
同じく要覧から農業について見ると，2005年の
農家総数345戸，そのうち専業農家は73戸のみで，
自給的農家が111戸とされている。耕作面積をみ
ると，半世紀前の1965年に714ha あったものが，
2005年には329ha にまで減少している。46％，ざ
っと半分の耕作地が放置されているとみていい。
商工・サービス業関係を同じ要覧から見ると，
こちらは2007年の数字だが，商店数が65軒，従業
員180名，売り上げは億9000万円と記録されて
いる。
この町勢要覧2010の別のページに，産業別人口
動向2005年の一覧がある。
それには，全体の産業人口が1559人。第次産
業：農業350人（22％），漁業278人（18％），第
次産業：建設業106人（％），製造業26人（
％），第次産業：運輸・通信59人（％），サー
ビス業394人（25％），公務109人（％），などが
リストアップされている。現在は2014年のために，
各セクター別人数は多少下がっているにしても，
各産業従事者の比率はそう大きな差があるとは考
えられない。この要覧で見る限り，小値賀経済を
支えるのは，サービス業，農業，漁業のつに加
え，建設と公務がそれに次ぐものと見てよいだろ
う。このサービス業の中でも，観光産業が徐々に
存在感を増してきている。
．観光の現状
）小値賀への観光客の推移と今後
小値賀への観光客（宿泊者延数）は，最近年
間（2007〜11）の平均で万9500人。これを2001
年と比較してみると，14％減となっており，あま
り大きな変化を見ることはできない。
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特産品のアワビとサザエ
「値
ち
賀
か
咲
さき
」と呼ばれるブランド名のイサキ
いっぽう，野崎島にある自然学塾村の受け入れ
数は同期平均3000人。2001年との比較では66％も
伸びている。
アイランドツーリズムによる正確な観光経済効
果は，2013年現在，推定値でしか語られていない。
平均滞在日数は1.5泊とみている。民宿は泊
食が6000円から8000円，野崎島への渡し船代金と
入島料合わせて2000円は，はっきり見えている。
このほか島内観光費用，食事代，お土産代などを
考慮すると，小値賀における観光客人平均の消
費額は万2000円〜万4000円といったあたりが
妥協であろう。これを上記万9500人にかけてみ
ると，ざっと億3000万円から億7000万円ほど
の取扱額になる。現時点における目安としては，
小値賀の観光産業取扱高は億5000万円であり，
漁業の約
億4000万円と農業の約億8000万円に
次いで第位になっているものと見てよいだろう。
今後の見通しに関して，観光客がもし小値賀に
最低泊するようになれば，現状の入込数が増え
なくても，消費金額は億3000万円に達する。今
後の第次産業に関しては，取扱が大きく増えて
ゆくことは考えにくい。この点，観光収入につい
てはやり方次第では伸びる見込みがある。アイラ
ンドツーリズムとしては，今後年間の到達目標
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出所：長崎県観光統計より
（グラフ) 小値賀町における宿泊者数の推移
火山礫による赤浜が綺麗な赤浜海岸
五両だきと農産品「小値賀牛｣
として平均泊，受け入れ人数を万5000人，取
扱金額を億3000万円といったあたりに設定する
のは無理がないものと思われる。
観光学の原則からすると，滞在日数と消費金額
は比例する。小値賀のような離島まで出かけても
らい，それなりにしっかり満足して帰ってもらう
には，最低でも泊は必要である。この他に様々
なロングステイプログラムを市場別，年代別に用
意し，小値賀での滞在を十分に満足して帰っても
らうことを，最優先するべきであろう。
）観光産業のあゆみ
小値賀町が観光による地域振興を意識し始めた
のは，つい最近と言っていい。
小値賀町の「むらづくり年表」から見てみよう。
1998 交流人口の拡大と自然体験活動充実をめ
ざす行政方針が出された。
2001 「ながさき・島の自然学校」野崎島，小
中学生の受け入れ開始。
2005 「小値賀アイランドツーリズム推進協議
会」設立，民泊部会も設置。
2006 「農林漁業体験民宿開業許可」を軒が
取得。
2007 小値賀町観光協会，ながさき・島の自然
学校（自然学塾村），小値賀アイランド
ツーリズム推進協議会の者を統合，
「NPO おぢかアイランドツーリズム協
会」設立（以下，ITと呼ぶ）。
積極的な小値賀の観光販売促進活動を対
外的に展開。
＊アメリカ高校生の国際修学旅行
（People to people Ambassador
Program）を07，08年に迎え，世界
第位，という評価を獲得した。
2008 エコツーリズム大賞（日本エコツーリズ
ム協会）受賞。
グリーンツーリズム大賞（農水省）受賞
2009 「株式会社小値賀観光まちづくり公社」
を設立（以下，公社と呼ぶ）。
IT：古民家の管理，オペレーション
などを担務（理事長 尼崎，事務局
長 末永，スタッフ	人）
公社：販売促進，営業（社長 小辻，
専務 高砂，スタッフ	人）
この社を併せ，
対外的に「おぢかアイランドツーリズ
ム」をアピールする体制を作った。
体験民宿施設軒の改修。
「オーライニッポン内閣総理大臣賞」受賞。
「JTB交流文化賞グランプリ」受賞。
2011 古民家軒を宿泊施設として改修，営業
開始。
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日本街路樹百景に選ばれた姫の松原
迷路のような小道がある笛吹郷市街
古民家軒をレストランとして改修，営
業開始。
．フィールドワーク
私達はどうしたらより魅力的な地域を作ること
が出来るのかという観点で，小値賀島を研究させ
ていただいた。島民から見た島の現状，将来と観
光に対する意識を知るために，アンケート項目を
作り配布して回収した。このアンケートをもとに
私達学生の視点から，より魅力的な小値賀島の将
来への提案を試みるというのが今回のプロジェク
トの目的である。
全島民にアンケート調査を行うために，ゼミ生
26名がつの地域に分かれてフィールドワークを
行なった。アンケート用紙は，小値賀島訪問前に
町役場のご厚意で事前に配布していただいた。そ
のため私達のフィールドワークはアンケート回収
が主であった。10日間午前時から午後時にか
けて人組でお宅を訪問し，アンケートの回収と
同時に多くの島民の方々に直接お話を伺うことが
でき，アンケートの質問項目だけでなく，様々な
意見を得ることが出来たのではないだろうか。毎
晩各チームでミーティングを行い，更につの拠
点でのフィールドワークを共有するために，ゼミ
生全員でのミーティングも行なった。10日間滞在
した中で，民泊という民家にホームステイする体
験から小値賀島・野崎島を観光した。また赤浜海
岸国立公園周辺とフェリーターミナルの清掃活動
も行った。
．アンケートの結果，分析
中学生以上の島民2543名（アンケート回収時）
にアンケート用紙を配布し，そのうち50.2％であ
る1278名の方からご回答をいただくことが出来た。
・男女総人口（アンケート回収時）
（人)
男性 女性 総人口
1240 1498 2738
・男女比 （枚)
男性 女性 無記入
アンケート
回収枚数
522 708 48
・年代比
（枚)
10代 20〜30代 40〜50代 60〜70代 80代〜 無記入
73 118 328 486 207 66
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活動に向けて地図を広げながらの打ち合わせ
（セミナーハウス)
その日の活動報告と今後の予定についての
ミーティングの様子
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主な産業は農業，商業，漁業のつである。
しかし無職と主婦の割合が約割と，主とな
るつの産業の合計よりも多くの割合を占め
ている。
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上のグラフのどちらも年齢別職業の割合を示
している。小値賀の「資源が豊か」という特
徴に対して農業・漁業を職としている人々が
とても少ない。無職の割合が多いが，その多
くは60代以上の年齢層が占めているため，こ
のような結果につながったと言える。
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60〜70代では人暮らしが半分を占めている
が，80代以上になると人暮らしが割に増
加していることが明らかになった。ゆえに，
孤独死が増加する恐れがあるという深刻な問
題にも繋がる。
?????????
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??
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割の人々は今の暮らしに不自由さを感じて
いないということがわかる。島民の方々とお
話の中では，今のままで十分という意見が多
かった。一方で約割の島民の方々は，小値
賀の暮らしに「不満足」という回答をしてお
り，不満足を感じる島民が「行政に期待する
こと」とは何なのかがポイントとなる。
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一方で昔のほうが良かったこととしては，活
気があったことやご近所とのつながりが密接
であったという回答が多い。高齢化社会にな
るほど外に出にくくなり，周囲との行き来も
なくなってしまう，という問題が明らかにな
っている。
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昔と今を比べると一番の変化は「便利になっ
た」という声が64％を占める。インフラ整備
が整ったことや，道路整備が整い暮らしやす
くなったという声が多い。
口頭質問によるコメント
・歴史や文化，海や景色（20代・女性・主婦）
・小値賀の子供たちとのふれあい（20代・女性・
主婦）
・時間にとらわれず，ゆったりとした時を過ごす
こと。小値賀の歴史を知ってほしい。
国際音楽祭を知ってほしい。秋の祭り，野崎の
山歩きもおすすめ（60代・女性・主婦）。
・野崎島も見学して欲しい（60〜70代・男性・元
農家）
・花火（20〜30代・男性・無職）
口頭質問によるコメント
・町に花を植えたり，生ゴミを堆肥化させたりす
る。自然を残すための努力を町民皆でしていく
（40〜50代・女性・主婦）
・松の保全活動を強める。案内板や説明する人た
ちを充実させる（60〜70代・男性・商業／自営
業）
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観光客にはもっと来てほしいという回答を半
数以上の方から得ることができた。それに付
随して，海外からの観光客も歓迎するという
積極的な意見も多い。
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この数値からは島民同士の交流を重要視して
いることがわかる。そして島民は観光客との
交流も楽しみにしている。また，小値賀に旅
行に来て，小値賀の普通の暮らしを体験して
ほしいという思いも見えてきた。島民は自分
たちの暮らしに誇りを持っている。
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小値賀の観光は，新たに観光客向けの施設を
作るのではなく，長期滞在して小値賀暮らし
体験をしてほしいという思いが多いことがわ
かった。
口頭質問によるコメント
・観光客が来なくていいということではないが，
治安に対する保障があるのか，また問題点を処
理できるのか？（60代・男性・商業）
・観光に何のメリットがあるのだろうか。見世物
になるのは嫌だ。観光で得をするのは商業者だ
けではないだろうか（60〜70代・男性）
口頭質問のコメント
・観光客に町のバスを使ってほしい（80代・女
性）
・船便，島内の交通が不便，バスのルートが不便
（80代・女性）他名
・唐見崎から商店街までの kmを時間20分か
けて歩いている（80代・女性・農業）
・つ子の赤ちゃんが産まれたが，小児科がなく
船で長崎の大村市に行っている。
赤ちゃんを連れて船に乗るのは大変（40〜50
代・女性・農業）
・子供には，小値賀は不便だから戻ってこないほ
うがいいと言っている（40〜50代・女性・無
職）
・若い人は役所に働きに出ている。若い人で漁業
をする人が少ない（40代・女性・主婦）
・仕事がない，次の仕事がないとやめられない
（女性・40代〜50代・商業自営）
．アンケート結果からみた小値賀の
問題点
小値賀は様々な問題点を抱えており，さらにア
ンケート分析から明らかになった問題点が大きく
分けて	点あった。
）年々減少し続ける人口
日本のあらゆる地域で人口減少は見られ問題視
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このグラフからいくつかの問題点が挙がって
くる。
つは外部的要因である観光支援についてで
ある。続いて町づくり，交通問題，雇用問題
が挙げられた。数値として見てみると人口問
題にあまり問題意識が向いていないように見
えるが，口頭でのコメントに人口問題を懸念
する声が多くあった。
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されてきているが，その中でも小値賀島は最も顕
著に表れている。島民の方々からの不安の声もた
くさんいただき，最大の課題であることがわかっ
た。主な原因としては，地域の雇用が少なくほと
んどの若者は高校を卒業したら島から出て行って
しまう。島外に出ても戻ってくる小値賀出身者も
多くない。また，小値賀という島の知名度もそれ
ほど高くないため，外部からの移住者を指す Iタ
ーンや観光客の数もまだ少ないのが現状だ。
）お年寄りの町
現在ますます深刻になっているのが少子高齢化
であり，さらにはお年寄りの孤立が増加している
という現状だ。既に島全体の	割が60代以上で高
齢化が進んでおり，そのうちの割の187人が一
人暮らしをしている。こういったことから小値賀
は年々超少子高齢化の町と化し，近年では孤独死
も増加しているため，早急に対策を打たねば必然
的に人口減少に歯止めがかからない。
）交通機関の利便性
島民の声の多くにもあったように交通が不便で
あることが挙げられる。交通に関しては，内部的
問題と外部的問題に分けて考えられる。
まず内部的問題としては，バスなどの公共機関
がほとんど活用されていない状態であることだ。
バスの運行頻度が低く，地域によって頻度は異な
る。これは島内のお年寄りはもちろん，観光客の
移動手段に困ると考えられる。
次に外部的問題としては，小値賀を行き来する
には欠かせないフェリーは欠便することもあれば，
所要時間が約時間となっている。この小値賀-
佐世保間の距離により，医療問題も発生する。小
値賀にある診療所はたったつである。ゆえに大
きな病気や島内の診療所で済まない場合は時間
かけて佐世保に行かなくてはならない。さらに緊
急の場合は自衛隊員が救急ヘリで搬送する。小値
賀の医療は基本的には島内の診療所・佐世保の病
院・救急ヘリというこの三段階の構えとなってい
る。
）見落としがちな地域の宝
理想の小値賀を尋ねると「現状維持でいい」と
いう回答が多かったのが印象的だ。「なんでわざ
わざ小値賀にくるのか」「なにもないじゃないか」
といったネガティブな声が少なくはなかった。小
値賀の良さに見慣れ，小値賀に住み慣れているこ
とで，自分たちの魅力にあまり気が付いていない
ことが分かる。魅力に気が付いていなければアピ
ールすることも出来ない。
また島民の方々からは「寂しい」という声も聞
いた。かつて活気あふれていたというだけに，寂
しいと感じる島民も多いのだろう。交流する機会
もなければ，場所もない。その一方で島の魅力に
「ひと」という回答も見られた。島民同士の交流
を増やし，自然だけでなく「ひと」という地域の
宝も再発見する必要があると考える。そうすれば，
次第に町にも活気が溢れ，セカンドライフを楽し
く過ごせるというアピールポイントにも繋がるの
ではないだろうか。
）子供たちの状況
上記に関連して跡継ぎの不足も見て取れる。
『小値賀町町勢要覧2010』から，2008年の数値が
紹介されている。小学生113人，中学生73人，高
校生106人。中学生は全員高校に進学する。高校
生は2008年度40人の卒業生のうち，12人が大学へ，
11人が専門学校へ，就職は県内人，県外11人，
家事に従事が人。簡潔に言えば，大半が島の外
に出てゆく。また高校卒業の子供たちだけでも38
人が島外へ出てゆき，その分小値賀の在住人口減
につながったことになる。つまり一番若くて元気
な年齢層が，毎年ごっそり島から出て行ってしま
う状況が繰り返されているのである。そして島外
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に生活基盤をもった彼らは，ほとんど小値賀に帰
ってくることがない。
この理由として町の方々から聞いたのは，①小
値賀に専門学校や大学がない，②小値賀に仕事が
ない，③親たちが子供たちを外に出さないと，子
供たちの将来がないと思っている，といったあた
りに集約されるようである。子供たちの中には，
小値賀に残りたいにもかかわらず，周囲がそうす
るから仕方なく島を離れざるをえない者もいるよ
うだ。
昔から日本の田舎で語られてきた「ここには何
もないから」というセリフは今でも健在である。
「身をたて，名を上げる」にはとにかく都会へ出
て行かなくてはならない，というやみくもな思い
込みが，上の世代に刷り込まれている。
郷土愛というのは外で感じ続けるものであり，
当該地域はじつのところ，「何もない，無価値の
ところ」と考えられ，おおかたにとっては謙遜も
含められているにせよ，田舎は「恥ずべき存在」
ですらある，という言い方がかつてはまかり通っ
ていた。この感覚は，ほとんどすべての「田舎出
身者たち」が，ほんのつい最近まで，多かれ少な
かれ感じ続けてきたところであろう。
こうしたことがらから小値賀を見ると事態はは
っきりする。第一に農業・漁業を親たちが子供に
継がせようと思っていない。第二に親たちが，小
値賀の将来に明るい希望を持っていない。「こん
なところにいちゃだめだ，都会に出よ」と子供た
ちに仕向けるのである。ゆえに自分の手で将来を
拓く，新しい可能性に挑戦するというエネルギー
が生まれにくくなる。もちろん高齢化がそれを後
押しする。結果として農業も漁業も衰退の一途を
たどるうえ，新しい仕事も生まれない。
）空家の増加
実際に島を歩いている中で空き家，空き漁船，
空き農地の放置が見受けられた。家具やその他の
所有物がそのまま放置されているために人が住ん
でいるか判断がつかないような空き家もある。近
所の方のお話から，未だに住んでいて長期的に空
けているだけというお家もあったが，これはまれ
である。放置されている空き家は景観を悪くする
ことはもちろんのこと，その建物自体がもったい
ない。また，小値賀の産業は農漁業が主であるに
もかかわらず，高齢化のために農漁業は衰退，現
在利用されていない漁船が全体の分の（407
隻）もある。なおかつ，農地は全体の約半数が放
置されている。漁船も農地も，空き家同様に景観
を悪くすることにもつながってゆく。
	．私たちからの提案
島民の方々から回収したアンケートの結果から，
小値賀活性化のための提案を18項目にまとめた。
）乗ってくカー運動
「乗ってくカー」運動という提案は，おもに高
齢者の生活が孤立している状況を打開する一案で
ある。島民同士が「乗ってくカー，乗っけてくれ
るカー」と気軽に声をかけてヒッチハイクする・
されるという運動だ。小値賀を歩いてみると，町
民が歩いている姿を目にすることがない。高齢者
社会になるほど外に出にくくなる。さらに外に出
たくても，足がない。島内を走るバスがあるのだ
が，停留所によっては日に本，多くて時間
に本の運行状況なのである。乗りたいときにす
ぐに乗ることができず，行動範囲が限られてしま
う。このようなことが原因のつで，乗客が非常
に少ないという現状がある。
「乗ってくカー」運動が広まれば，高齢者の行
動範囲が広まるほか，観光客の交通手段にもなり，
地域交流にもつながると思われる。さらにはバス
代がかからず，バスを待つ時間もかからない。大
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型バスのガソリン使用量を無駄にせず，排気ガス
を大量に発生させることもないと考えられる。近
所同士が「乗って行きませんか，乗っけてくださ
い」と気楽に声を掛け合い，ヒッチハイクする・
されるこの運動は，小さなこの島の中でおそらく
大した時間をかけることなく，お互いに足を提供
し合えるのではないだろうか。
）空き家・空き漁船・空き農地長期リース
小値賀では空き家・空き漁船・空き農地が非常
に多い。荒れた家も入居前の手入れが必要である
が，多少の予算をかけたとして宿泊場所として活
用すれば収入につながる。すでに小値賀ではアレ
ックス・カーさんの指導により古民家をリフォー
ムし，カフェや宿泊場所としてのトライアルが行
われている。古民家カフェ「藤松」がその代表で
ある。空き家・空き漁船・空き農地を低価格で貸
し出すことによりさまざまな長期滞在プランを提
案出来る。単に宿泊施設としての活用だけでなく，
農漁業と合わせて自給自足の試しとしても活用で
き，I・Uターンのきっかけづくりともなりえる。
場合によっては，永住の地と決める人が現れる可
能性もある。
長期リースできるシステムを作るうえで，費用
と手間がかかるのは避けて通れないのだろうが，
町役場が空き家・空き農地・空き漁船を調査・管
理することが必要となる。所有者あるいは不在地
主は「手放したくはない」という思いもあるだろ。
しかし自分で手入れするまでは不可能だというの
であれば，長期リースなら心配ないであろう。わ
ずかではあるが，年間のリース料金を手にするこ
とができる。費用や制度以外にただ必要なことは，
島外の人たちが島のしきたりや常識を早く理解し，
それに溶け込む努力をしなくてはならないことで
ある。また島民側は「よそ者が勝手な振る舞い
を」などと端から白い目で見ることなく，彼らを
「気持ちよく迎え入れる寛容さ」をもつことであ
ろう。
）帰ってこいよー運動
これはよその自治体からの知恵を借りた提案で
ある。小値賀在住の全家庭の協力をあおがなくて
はならないが，小値賀を出て現在九州本土やその
他各地に住んでいる人たちを，可能な限り調べ上
げてリスト化する。一世・二世・三世，ともなれ
ば相当な人数になるに違いない。この人たちに向
け，「小値賀ニュース」をインターネットで常時
届ける。なおかつ同時に，上記の「空き家・空き
漁船・空き農地長期リース」制度を紹介し，「い
つでも帰ってきてください」とアピールする。小
値賀では暮らすことが出来なかったかつての次
男・三男。ごくわずかな人数であっても，毎年何
人かでも帰ってきてくれればいいのである。都会
暮らしに飽きて，今の生活を変えたいとぼんやり
夢想しているだけの人がいる可能性もなくはない
だろう。一度は嫁として島外に出たものの，その
後の家庭状況の変化により，できれば帰りたいと
思っている女性。そういった生活のベースが用意
されるのであれば，すぐにでも小値賀に帰って，
または渡って半農半 Xで何か起業したいと思う
若者がいるかもしれない。ほかに昔の状況と大い
に違った時代にある小値賀を知って，「それなら
帰ってウチを継いでみよう」と思い直す人が出て
くる可能性もある。「小値賀を挙げて，役場も町
民もあなたのリターンを歓迎します」というメッ
セージを流し続ける。ふだん小値賀についてのニ
ュースがマスコミに流れるケースは少ない。小値
賀出身者に対して，小値賀発のニュース配信が継
続されることにより，それぞれの個人が小値賀の
PR マンとして役割を果たしてくれる見込みもあ
るだろう。いわば帰島を呼び掛ける小値賀ナショ
ナリズム喚起の広報活動なのだが，これにかかる
コストはわずかである。この運動を行うことで，
Uターン者および Iターン者の増加も促すことが
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出来るのではないだろうか。
）レンタサイクルの整備
小値賀は一日あれば島の観光が可能な島だ。し
かし，徒歩でまわるのは少々困難なため移動手段
として自転車が不可欠であると考えられる。現在，
小値賀港ターミナル内の「小値賀アイランドツー
リズム」で貸し出しているレンタサイクルの料金
は	時間500円，日1000円であり，台数も数に
限りがある。
整備する方法として，石川県金沢市「まちの
り」を例に挙げたいと思う。「まちのり」は，金
沢市が実施する公共レンタサイクルの愛称で，誰
でも簡単に利用できる，人にも環境にもやさしい
公共レンタサイクルである。利用方法は以下の通
りである。
①「まちのり」は，自転車をみんなで共同利用す
る。
②自転車を借りたら，「30分以内」にサイクルポ
ートに返却する。
③日200円で，繰り返し何回でも利用可。
④ただし，ポート間の移動で30分を超えると，30
分を超えるごとに200円が加算される。
つまりは，台の自転車を日ずっと借りる一般
のレンタサイクルとは違う。自転車を借りたら30
分以内で，目的の観光スポットに近いサイクルポ
ートまで移動して一度返却する。目的地を観光し
た後は，サイクルポートにある自転車を再び借り
て，また30分以内で次のサイクルポートへ。まち
のりの利用者みんなで自転車をシェアしながら，
サイクルポートからサイクルポートへと自転車を
乗り継いで観光スポットを巡るというイメージで
ある。こうした観光スポットへの交通手段として
は，各所を巡回する「周遊バス」もあるが，レン
タルサイクルを利用すれば移動費用を抑えられる
上に，バスの待ち時間もなくなるから限られた時
間を有効に使って観光ができる。車の移動より
回（往復 km）あたりの CO2 排出量を338g削
減できるため環境にも優しい。
この「まちのり」制度はあくまで参考例である。
サイクルポートの設置に費用がかかり，景観も損
ないかねない。また，自由に自転車を利用できな
いとなると自然をゆったりと堪能することは難し
い。しかし自転車のレンタル料金を抑え，かつ台
数を増やして，まずはレンタサイクルの普及を試
みたい。
）循環ワゴンカーの導入
現在運行している小値賀の循環バスはめったに
やってこない。たまにやってきても利用者はほと
んど乗っていない。しかしながらそのバスは大型
であり，ちゃんとした乗り合いバスなのである。
大型にもかかわらず，利用者が非常に少ないとい
うことはガソリンの無駄遣いかつ排気ガスも大量
に発生させている。コミュニティとして，バス位
は無ければ自治体の態を為さないから，赤字でも
仕方なく従来からのしきたりどおり運行がなされ
ている，といった按配である。どのみち住民の足
の確保という公共交通機関の使命があるとするな
ら，有効活用を実行するべきではないだろうか。
現状のままでは，何のために運転手がいて，何の
ために定期的に大型のバスが動かなくてはならな
いのか，ちょっと不明である。これの代案として，
小型ワゴン・コミュニティバスの導入と，運行頻
度を高めることを提案したい。
そもそもコミュニティバスとは，地方自治体が
公共交通のない場所や，不便な住宅地区などの交
通の空白を埋める目的で運行させる路線バスのこ
と。交通が不便な地域，道幅が狭く大型のバスが
通れない場所，医療機関，公共機関などを通り，
今後の高齢化社会にますます重要になっていく公
共交通機関であるとされる。高齢者や体の不自由
な人にも安全で利用しやすく，地域住民の多様な
ニーズにきめ細やかに対応する。近年では地域住
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民の足としてだけでなく，観光ルートに路線を設
定するなどの事例も見られる。コミュニティバス
は，地域にちなんだ愛称等がつけられたり，独自
のカラーリングが施されたりといった工夫がなさ
れる。地域の潜在的な需要を発掘し，人の交流が
促進されるなど，地域の賑わいが回復する手段と
しても有効とされる。
提案の内容として朝から晩まで，島内循環コー
スをくるくる回る。自家用車を動かすより，合理
的な「町営交通」の活用を勧めるという，町とし
ての方針があっていいのではなかろうか。バス停
の間隔を短くする，15分ごとなどの運行頻度の均
一化，100円均一などの運賃の工夫や，地域の景
観に馴染むミニバス，コミュニティ情報交換の場
としての特徴を持たせる。こうした新ワゴン政策
と，上記に出た提案の「乗ってくカー運動」を組
み合わせれば，高齢者の外出往来が格段にしやす
くなり，学童や一般市民をはじめ観光客の利便性
も高まる。日頃の外出だけでなく，集会・お祭
り・各種イベントなどへの参加率も高められる。
さらに。こうしたワゴンが電気自動車なら文句な
しである。
）野崎島周遊の必須化
アイランドツーリズムによると，現在小値賀島
に来る観光客のうちで，日帰り観光，あるいは
泊しながらも，野崎島には行かないまま帰ってし
まう客が多い。わざわざ時間をかけて海を渡って
この別天地に来たにもかかわらず，実質的な小値
賀体験をしないまま帰ってしまうということにな
る。野崎島を体験しなければ小値賀のことがよく
わからないだろう。そのうえ小値賀体験の満足度
も低いままで，次につながることもないだろう。
「行った，見た，帰った，何もなかった，もう行
かない」ということになってしまう可能性が高い。
実にもったいないというほかない。町役場もアイ
ランドツーリズムも，また小値賀の住民もすべて，
「小値賀に来るなら最低泊日，望むなら泊
日」，それも必ず野崎島周遊をセットで，とい
うメッセージを徹底したい。小値賀町の産業振興
課発行『野崎島エコツアーガイドブック』，おな
じくおぢかアイランドツーリズム発行の『おぢか
島旅のススメ，心に残る風景がある島』，などを
見るまでもなく，野崎島がいかに優れた観光要素
を擁しているかすぐわかる。王
お
位
え
石
いし
あるいは舟森
トレッキングコース，をはじめとしてここの自然，
歴史，民俗の遺産は相当に評価が高い。さらに世
界遺産に目されている旧野首教会は言うまでもな
い。周辺の澄みきった海の美しさ共々，小値賀町
まで来ておきながら野崎島を抜きに帰ってしまう
など，門前で引き返すお寺参りのようなものでは
なかろうか。このようなメッセージが浸透してし
まえば，小値賀には最低泊してもらえる。野崎
の渡し船，エコツアーガイド，昼食，さらには自
然学塾村の利用者も多くなるであろう。まさしく
『おぢか島旅のススメ』にある，「西海に浮かぶな
んにもないけど，豊かな島々」を，じっくり滞在
体験してもらってこそ，この豊かさを実感しても
らえる。そうして初めて，小値賀アイランドツー
リズム振興につながる「顧客連鎖」が発生する。
）ビーチクリーニングの定例化
現在でも地域ごとに不定期ではあるが，海岸清
掃は行われている。しかし定例化にすることで，
「長崎県・小値賀島の再活性化計画」
179
無人化して荒廃した家屋と島におよそ700頭も生息し
ているという野生のシカ
地域の交流機会が増え，コミュニティが確立する
だろう。それと同時に海岸に対する意識も変わっ
てくるだろう。ごみが海岸にあるのは島民のもの
ではなく，おそらく海からの漂流物だ。だからこ
そ定期的な清掃を行い，常に海岸がきれいな状況
を保つように意識を変えていく。また，定例化し
た海岸清掃には島民だけでなく観光客が参加でき
るような制度も確立させれば，島民と観光客との
交流の場にもなりうる。
	）雑草の伐採
観光誘致をするにあたって，観光地が整備され
ていなくては誘致したところで観光客を落胆させ
てしまう。ありのままの小値賀島を体験して楽し
んでもらうことはもちろんだが，放置されたあり
のままは景観を悪くするばかりか，観光地として
の認識から離れてしまう。雑草の伐採をすべき場
所の例を挙げるとすれば，斑島の金毘羅山の山頂
である。山頂付近では無造作に木々や雑草が生え
ていて，周囲の景色を見ることが出来ない。これ
は島外からの観光客にとってだけでなく，島民に
とっても残念なことだ。もしもきれいに整備させ
ていれば，360度のパノラマで周囲の島々を見る
ことが出来る。自然そのものが悪いというだけで
なく，自然の見せ方が大切なのではなかろうか。

）お宅訪問プログラム
アンケートでは島の暮らしを体験してほしいと
いう意見が見られた。島の体験といっても，農漁
業や民家体験と限られる。実際には島民と交流で
きる時間や場所は限られるうえ，島民の生活環境
がまったくもって見えない。しかし，アンケート
では島の人情がいいところという意見もあった。
またそれを実感させる出来事として，普段話し相
手のいないおばあちゃんたちは喜んで我々を家に
招き，もてなしてくださった。そこで我々が島民
のお宅訪問をしてお話をしたように，見ず知らず
の人が訪ねてお話をしてもよいというお宅をアイ
ランドツーリズムでリストアップしておく。観光
客からの希望により，アイランドツーリズムでア
ポイントメントを作る。島民との交流で小値賀島
の良さをさらに感じることができるであろう。こ
れに加えて新鮮な魚や野菜がその場で食べられる
場所や釣りができるポイントなど，島内観光の情
報を同時に案内する。どちらも，人のプライバシ
ー空間に入ることや，公共の場のルールの上，ア
イランドツーリズムが仲介するシステムを確立す
る必要がある。
10）食育を通した小値賀暮らし体験
都会の子供たちに新鮮な魚を食べてもらうと同
時に島暮らし体験をする機会として長期休みを利
用した自然学習塾を開く。対象は小学生から中学
生で，親から離れて過ごす。現在でもキャンプや
修学旅行などで子供たちが訪れているが，これと
は別に長期の民泊ホームステイと野崎島自然学塾
村でのつの生活を通して島暮らしと集団生活を
体験し，農業漁業にも触れて自然の中で遊ぶ楽し
さを知ってもらう。親から離れて長期滞在すれば，
島の大人に世話になり，島の人だけでなく自然に
対しても感謝の気持ちが芽生えるだろう。
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赤浜海岸の清掃活動
漂流物が多かったことが印象的だった
11）移動式販売車
近年買い物難民という言葉が生まれ，「近くに
買い物できるお店がなくなった」「車がない，交
通の便が悪くなった」「買い物にでかけるのが大
変」など，買い物が困難になった方が増えた。そ
の数，全国で600万人にも及ぶといわれている。
実際に私たちが小値賀で週間滞在し，買い物
出来ない不便さを痛感した。小値賀では，買い物
出来るお店が非常に少ない。島で一番商品がう
笛吹地区のスーパーへ行くためには，笛吹地区外
に住んでいる島民であると車が不可欠である。ア
ンケート調査からも島民から買い物に不便だとい
う意見もあった。そこで私たちは，移動式販売の
提案をしたい。消費者にとって，買いたい商品が
消費者の方へと移動していくことは大変便利であ
る。特に自宅からスーパーまでの距離が長く，車
を保有していないと毎日買い物することは難しい。
このような場合において移動式販売は多大な利点
を発揮する。移動式販売は利用者の足となり利用
者が必要とする物を利用者まで届けてくれる。日
用雑貨や食品など普段の生活で必要なものの他に
も高齢者の一人暮らし，または，ときどき手を休
めたい主婦にとってはわざわざスーパーへ行かな
くても，注文も出来る。
移動式販売が地域活性化に貢献できるのではな
いか。小さなスーパーが移動することによって過
疎地や僻地に新たなコミュニティの結成が期待で
きる。さらには地域活性化に貢献するという考え
だ。移動式販売のコミュニティとはどんなものな
のか。例えば，移動式販売車が来たとき，買い物
に来た島民もその場に集まる。そこで近所の人と
会うことが出来るため，一人暮らしの高齢者の会
話をするきっかけの場になるであろう。
12）漁業体験とお土産パック
「小値賀の経済」でも見たとおり，漁業も従事
者の減少が激しい。個々の事業者から聴く範囲で
は，水揚げ量・売り上げともに，小規模であるほ
どきつい状況にあるようだ。これに多少の付加収
入をつける方法として，観光客や修学旅行の子供
たちを船に乗せ，作業の手伝いをしながら漁業体
験はどうだろうか。漁業から遊漁船への切り替え
は手続きも面倒になり，定期的な観光客の獲得も
容易ではない。その代わり，アイランドツーリズ
ムに登録しておき，漁に出る際，スペースが許す
範囲で漁業体験希望者に乗ってもらい，副収入の
道を確保する。役場や漁協では保険会社と相談し，
お客を乗せる保険を付加できるようにする。港に
帰ってきたら，客に漁協の市場に寄ってもらい，
そこでお土産を買って宅配発送してもらうように
することで，わずかながらも漁協の売り上げにつ
ながる。もちろん直接，当該の自分が乗った漁船
の水揚げから，購入発送も可能にできるだろう。
13）釣り場のポイント
小値賀の魅力のつである「海」。海でのレジ
ャーといえば釣りが挙げられるだろう。島民もよ
く釣りをし，漁業を職業としている島民も多い。
中にはいつでも釣りができて自然豊かで穏やかな
場所だから，という理由で小値賀に移住する人も
いる。これほど小値賀での釣りに魅力があるのな
らば，観光客に対しても売り出すべきではなかろ
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新鮮な魚介類がたまらない民泊で頂いた食事
うか。例えば，魚がよく釣れるポイントを知らせ
るマップを作成する。また釣りをする道具の貸し
出しや釣りに関する情報発信をする機関を設ける。
そのつを行うことで，釣り好きな観光客や釣り
に興味を持っている観光客へのサービスの充実が
図れる。さらに魅力として発信すれば，今まで釣
りに興味がなかった方でも小値賀での釣りに興味
を持ってくれるかもしれない。マップ作成は上記
にある「お宅訪問プログラム」と同様な形式が好
ましい。
14）フィルムコミッション
フィルムコミッションというのは，映画などの
撮影場所誘致や撮影支援をする機関のことである。
現状では地方公共団体か，観光協会の一部署が事
務所を担当していることが多い。地域活性化，文
化振興，観光復興を図る手段としてフィルムコミ
ッションを行なっている団体が多い。成功事例と
しては，昨年度話題になったNHKの連続テレビ
小説「あまちゃん」を挙げる。東日本大震災の被
災地となった岩手県を舞台としたドラマで，日本
経済新聞によると「あまちゃん」による経済波及
効果は32億円。現在でも多くの観光客がロケ地を
訪れ，テレビの特番でも取り上げられている。
では小値賀でフィルムコミッションをするとし
たら，どうなるか。小値賀の自然や，人の良さな
どを広めていき，知名度のアップと観光客の誘致
も目的とする。小値賀島と野崎島をフィルムコミ
ッションの対象として，企業に売り出す。撮影最
適季節としては，つ目に	〜
月をあげる。夏
は一番緑が美しく，自然の色がはっきりと出て映
像として印象に残りやすい。またつ目に月〜
月をあげる。この時期は一番観光客が少なく撮
影しやすいと思われる。宣伝媒体としてインター
ネット上にホームページを立ち上げ，島の写真や
映像をふんだんに使い，島の魅力を視覚的に伝え
ていく。事務所は役場が一番好ましく，そこでは
雇用も生まれ，経済的な面でもメリットになるの
ではないか。具体的に，まず小値賀の魅力あるス
ポットなどを整理しておかなければならない。そ
のスポットがどこの管轄にあるか把握して，使用
するにあたって手順などを把握しておく。スポッ
トの整理が出来次第，ロケがきたときの宿泊場所，
食事場所の確保と，整備が必要になるだろう。宿
泊場所としてあげられるのは，私たちが実際に泊
まった，セミナーハウスや若者交流センターなど
が適切だろうと思われる。食事はボランティアや
アルバイトなどを募って，提供できるように手配
しておく。ジャパンフィルムコミッションなどの
団体に所属できればいいと思っている。長期計画
になるが，知名度を上げるには最適な手段だと考
えられる。また撮影の間，多くの人が島に滞在す
ることになり，多少の経済効果も見込める。
15）島コン
街コンとは，街を盛り上げていく合コン・街ぐ
るみで行われる大規模な合コンのことを意味する。
近年では地域活性化を目的に街が主催した街コン
に，参加しやすさや交流を深める目的で参加する
人が増えてきている。多くの街コンは飲食を通し
て交流をしていて，多様な企画も増えてきている
ようだ。その流行にのり，小値賀の特徴を生かし
て「島コン」を企画するのはどうだろうか。もと
もと小値賀で問題視されているものに嫁不足があ
げられるが，この「島コン」で県外からのお嫁さ
んを募ることができる。また来てもらった参加者
には，小値賀を舞台に農業漁業体験を通して豊か
な自然と食を味わってもらうことができる。たと
え合コンという役割が果たせないとしても，これ
をきっかけに小値賀を知ってもらいリピーターの
きっかけとなるだろう。さらには SNS発信をし
てもらうこともできるだろう。
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16）子供たちの突撃訪問キャンペーン
週に一度子供たちが，人では外出できないよ
うな一人暮らしの高齢者の家を訪れ，お菓子をも
らいに行くというイベントを企画したい。毎週行
くことで子供たちの楽しみも増え高齢者の楽しみ
にもなる。毎週同じではつまらないので，四季
折々のやり方で企画する。月にはひな祭り，10
月はハロウィン，12月はクリスマスなど季節に合
わせてお菓子や恰好を変える。折り紙で雛人形を
作って持って行った子供がお菓子をもらえる，ハ
ロウィンでは仮装をしてきた子供はもらえるなど，
子供も高齢者の方も楽しくてその日が待ちきれな
いようなイベントにすることで，両者が盛り上が
れるのではないだろうか。
17）あわび館の積極活用
現在小値賀で最も目立つ建物でありながら，も
っとも活用されていない建造物があわび館である。
全国各地のいたるところにみられるハコモノ行政
の典型が小値賀にもあった。
そもそもあわび館とはアワビを初めとしてサザ
エ・ウニ等の水産物およびピーナッツ・かんころ
餅等の特色のある農産加工品が販売されている。
地域特産物の販売促進を通じて，漁村の活性化を
図ろうとする建物である。また，地域水産物とそ
の漁業の説明を紹介コーナーとしての展示施設を
合わせて整備し，地域水産物を目玉として集客を
図り，水産を売り込む「観光と水産の融合」によ
り，地域一体となった水産振興を図るために作ら
れたものだ。しかし，今は来客される方は水産物
目当て以外では地元の方がお話し相手にぱらぱら
と来る程度だと言う。あれだけの場所に，あれだ
けのスペースがありながら，目下はほとんど有効
活用がなされていない。階の博物館も古い漁具
置き場のようで，展示物の説明もなく，来館者の
注意も引きにくい。町民にとっても「われわれの
大切な宝物」という意識は皆無のように見受けら
れる。これなら町中の「歴史民俗資料館」に展示
してもらう方がはるかにいい。
上記の分析で，述べたように，魅力的な島にす
るためにはどうしたら良いかという問いに対し，
交流の場を増やしてほしいという回答を得た。こ
れに対し私達の考えは，このアワビ館を交流の場
としての活用ができないだろうかというものであ
る。現在，あわび館は地域水産物の直売所として
非常に活躍している。つまり，魚を買いに来るお
客様が多いということだ。ここでもっと多くの地
元の方がくつろげたり，遊べたり話せたりするス
ペースつまり，「寄合ハウス」を作ればより多く
の地元の方や観光客が簡単に話しやすいきっかけ
になる。そうすることで小値賀の良さである人柄
の良さやおもてなしの島という大事な部分がより
多く伝わる。
具体的に述べると，私たちはあわび館を，①水
産物の直売所，②40〜70代の人を客層とした居酒
屋のような交流場所，③子どもの遊び施設あるい
は託児所，園児たちとお年寄りが触れ合うことの
出来る場，④朝市・市場・バザールなどの定期開
催。このようなつの役割を持つ建物にすること
を提案したいのだ。もちろん市場でフリーマーケ
ットを開催するのもいいだろう。フリーマーケッ
トとは人が使わなくなったものを安価で売買する
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港の一番目立つ場所に立つあわび館
イベントのことである。消耗品や食料品は島でな
らば店に行けば比較購入することが簡単だが，そ
のほかのものについては島内で購入することが難
しい。ゆえにいくら中古とはいえ買い手にとって
は島の外まで購入する手間が省けるなどのメリッ
トはある。また島民同士の地域交流の場にもなる
だろう。②高齢者が集う居酒屋と③子供の遊び施
設に関して以下詳しく述べる。
〈高齢者が集う居酒屋〉
居酒屋というしっかりとしたお店というよりも，
地元のひとが家から料理を持ち寄り，調理できる
スペースを作ったらどうかというものである。こ
の計画で「あわび館」がより大きなコミュニティ
の場所となり日頃のストレスや疲れを発散する場
所や，日々の日常の楽しみのつとして取り入れ
られたらより島の暮らしが楽しくなり人とのつな
がりが大きくなるという考えだ。
月に度ほど，「島民限定の交流会」を定期的
に行う。交流会といってもかしこまっているもの
ではなくて，みんなでわいわい飲み会をして楽し
むというものだ。アンケート調査の際に，忙しそ
うにしている人が多い，また交流する場所がない
ことを感じた。農業，漁業を職としている人は特
に忙しく，毎日変わらずにめまぐるしく動いてい
く。しかしながらその中の月に回だけでも島民
のみんなと語り合いながら楽しく，島のこと，農
業のこと，家族のことについて話し合ってもいい
のではないか。移住の人はそのような飲み会があ
るからこそすぐに打ち解けられる。また，今まで
の暮らしとのギャップで悩んでいることや島の人
の様々な知恵を借りてこれからも仲良く一緒に暮
らしていけるのだと思う。島民自身が移住者の話
によって小値賀の良さを知ることができる。小値
賀がこの先どうあるべきというものも話し合える
と思う。
〈子供の遊び施設〉
大人のコミュニティの場所だけではなく子供の
遊び場所としても活用したいのである。観光客が
来た際に一緒に遊び，家族で来た観光客の子供と
地元の子供たちと仲良くなれるきっかけづくりに
もなりえる。仲良くなった子供たちは幼少期の思
い出を作り，また来たいというきっかけ作りにな
る。小さい頃の思い出というものは大人になって
からも心に残っているもので，一度島外に出たと
してもいつかは帰島したいと思う人もいれば，観
光客はもう一度行きたいと思い返し，移住者を増
やすきっかけとなるだろう。
観光客と島民が一緒になってするイベントも作
ってはいかがであろうか。仕事を引退した65歳以
上の主婦はやることがない人が多く，孫も島外へ
出て行ってしまっているために楽しみがない。そ
こで島の小学生や中学生，観光客を誘い，郷土料
理勉強会をし，郷土料理を教えるイベントを開催
する。主婦のやる気を導き，料理に対する楽しみ
が増える。小学生の子どもたちに郷土料理を教え
ることで島の大切さも教えることができる。
この計画を実行する前に一番するべきことは，
この「あわび館」に来る島民から意見をもらうこ
とだ。そうすることによってより使いやすい場所
になっていくと同時に愛着もわく。小学校で時間
を取ってもらい，どのような遊び場があったらわ
くわくするか楽しいかをみんなで考えてもらう。
このようにしてたくさんの意見をもらい，まとめ
て一番島民の理想とできるものを作っていきたい。
子供の遊具などを作る際にはできるだけ自然のも
ので作れるようにしていく。この際に意見をもら
った人でボランティアを募り子供たちと一緒にみ
んなの「あわび館」を作っていく。
島民への誘致の仕方としては，町内の回覧板の
中にアワビ館の改装を大きく取り上げたちらしを
回してもらう。そのために，改装にも力を入れた
い。一番の目的は「島らしさ」が表されている外
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観に改装したい。小値賀を一言で表すと「温かい
島」である。温かいイメージというのは人の手で
作ったものや自然でできたものだ。すなわち，看
板は手作り感があるものにしたい。貝殻や木や花
などがたくさん使われた外観などだ。
このようにして作っていくことで「みんなのあ
わび館」という思いが強くなり，愛着を持てる。
交流の場所が得られるということはその分，笑顔
の数が増え，毎日の生活をより楽しく暮らすこと
ができるということ。人とのつながりがたくさん
増えることで，生活の孤立を防ぐ。小値賀町依存
財源のうちからわずかを，この「お荷物遺産」再
利用化計画に回し，町の活性化に少しでも役立て
たい。
18）日本一美しい村連合
スローシティという運動がある。イタリアのス
ローフード運動に端を発し，コミュニティのライ
フスタイルにまで，その範囲を広げている。小値
賀が加盟している「日本一美しい村連合」などの
価値観にも，スローシティのコンセプトは関連し
てくるであろう。高齢者，子供，そのほかすべて
の島民を含め，ゆったり暮らせる成熟した町づく
りという方向は，小値賀でも取り入れるべき点が
多くある。単なる観光宣伝の一端に美しい村連合
を利用するだけではなく，スローシティという考
え方の本質を，ぜひ小値賀でもくみとり，観光ま
ちづくりの参考にするべきだと思われる。
小値賀の特産品といえば何だろうか。島民も
我々も新鮮な魚が思い浮かべる。ただ新鮮な魚で
あれば，おおかた島であればどこでも簡単に手に
入ることができるはずである。ゆえにこのスロー
ライフ運動に関連して，島民が観光客に「こんな
においしいからとてもおすすめよ」と積極的にお
すすめしたくなるような小値賀の特産物も確定し
たいと考える。たとえば，すでにブランド名を持
つイサキが挙げられるだろう。「小値賀といえば
イサキ」または「イサキといえば小値賀」という
ようなイメージづくりで宣伝効果も得られる。
観光誘致の第一歩としてはまず小値賀島を知っ
てもらうことから始まる。この「日本美しい村連
合」の加盟を生かし，知名度を上げたい。そのた
めに小値賀におけるキャッチフレーズを考える。
島民が全員知っていて，誇れるようなものにする。
耳に残りやすいフレーズやことばを用いて覚えや
すくして広まりやすくする。さらに，渡島を誘致
するようなフレーズであったらなおよい。アンケ
ートでも挙げられていた，「何もない良さ」や
「海」「人情」という小値賀特有のイメージが端的
に伝わるものが好ましい。
おわりに
10日間のフィールドワーク，何もない島で何で
もある生活をした。ホスピタリティとはおもてな
しだとよく言われるが，質のいいおもてなしは自
分が体験することで初めてわかる。小値賀のおも
てなしは，本当に素晴らしいと皆が口をそろえて
言った。東京では味わうことのできない温かみが
ある。一緒におしゃべりをして，お茶を飲み，ご
飯をごちそうしていただいた。もちろん私たちは
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島民の方々は船が見えなくなるまで
お見送りをしてくださった
その方がたに会うのは初めてだ。しかし孫にでも
なったかのような感覚を覚えた。
そんな小値賀でも初めに見た通り，年々人口の
減少が目立つ。若者は島の外に出ていってしまう。
親も跡は継ぐなと言う。その土地の良さというも
のは，住んでいる人たちにしてみたら当たり前す
ぎてなかなか気づくことができない。しかしこの
まま小値賀の人口が減少し，このあたたかさが無
くなってしまうのはあまりに残念だ。
だからこそ，外からの目で見た私たちにできる
ことがあるのだと思っている。たった10日間では
あったがゼミ生は皆，小値賀という土地に魅了さ
れ，小値賀に住む人に惚れてしまった。それだけ
小値賀には魅力が詰まっているということだ。ま
た行きたいと言ったら，いつでもおいでと言って
くれる小値賀が好きだ。
その魅力を地域の人たちに気づいてもらえるよ
うに，そしてそれを多くの人にわかってもらえる
観光につなげられるように，島を知り，人と関わ
りながら歩き周った10日間だった。小値賀ででき
ることをたくさん見つけた。可能性をたくさん持
っている島だ。私たちが挙げた提案はその一部で
しかない。マーケティングに関しては今後の課題
でもある。果たして10日間だけで何ができたのか
という思いもあるけれど，ゼミ発信で島の中にも
外にも，人を動かすためのきっかけがさざ波のよ
うに広がっていくことを願うばかりだ。これから
小値賀を輝かすのはそこに住んでいる住民の皆さ
んに他ならない。しかし，これからも我々ゼミ生
は小値賀のファンであり，孫である。
全員が「いつか必ずここに帰ってくる」と確信
を抱いた。そして，わずかながらでも自分たちの
体験や，島の方々から頂いた知見を，これからの
小値賀・島おこし，再活性化につなげられないか
と考えた。
もし機会が与えられるのであれば，この報告書
を基に，小値賀町における町民の方々への報告会
を実施させていただきたい。魅力あふれる小値賀
島を，小値賀の人にも日本の人にも世界の人にも
知ってほしい。この島の未来に私たちはずっとつ
ながっていきたいという思いである。
島では町役場総務課の中村慶幸さんはじめ，神
崎健司さん，江川幸太郎さん，観光係長の橋本博
明さん，永田敬三さん，アイランドツーリズムの
尼崎豊さん，高砂樹史さん，さらにお忙しい中で
時間を割いていただいた西浩三町長にも，厚くお
礼を申し上げたい。またここにお名前を挙げるこ
とはしないが，プロジェクトのなかでお世話にな
った小値賀のすべての皆様，中学校・高校の生徒
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手作りの料理でおもてなしを受けた
お家でのひとこま
古民家をリフォームした宿泊施設にて
さんや先生方にも，深甚の感謝を申し上げたい。
本当にありがとうございました。
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お世話になった町の皆様をとのお食事会の席で
役場・総務課の中川さんと中村さん（右)
